
http://www.vill.nishihara.kumamoto.jp/
THE NISHIHARA VILLAGE PUBLIC RELATIONS MAGAZINE

http://www.vill.nishihara.kumamoto.jp/
THE NISHIHARA VILLAGE PUBLIC RELATIONS MAGAZINE

こうほうにしはら こうほうにしはら 

文　月 文　月 

20072007

77

広報西原 広報西原 
No.91No.91



2

ごみは、燃：燃えるごみ／粗：粗大ごみ／缶：空き缶、空きビン／ガ：ガラス、せともの 
雑：雑誌、チラシ／新：新聞紙／ペ：ペットボトル／白：牛乳パック、白色トレイ 

　民家ののきしたで育った巣立
つ直前のツバメのひな。頭上か
らの落し物は困りますが何とも
愛くるしいですね。 
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News & Topics

熱中症に要注意！ 

西原村体育協会活動状況 

むらのわだいむらのわだい むらのわだい 
発災対応型防災訓練、災害対策会議・水防連絡協議会 
西原中学校体育祭、観光推進協議会活動、幼年消防クラブ結成式 
大津地区交通安全自転車大会、小学校農業体験、６月は食育月間 
たばこ販売協同組合清掃活動、緑川漁協稚魚放流、牛乳の贈り物 
熊日大津支局管内軟式野球大会 

曜日 備考 行事／歴 
７　月 

８　月 

日 

西原村の今月の行事は、下記のようになっています。 
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むらの月暦 
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8
固定資産税第2期納期限 
国民健康保険税第3期納期限 

　参議院議員選挙 
期日前投票 
　　7月13～28日 
8：30～20：00　役場ロビー 

衆議院議員補欠選挙 
期日前投票 
　　7月18～28日 
8：30～20：00　役場ロビー 

郡市中体連総合体育大会 
 
 
 
 
授業参観（西原中） 
保育参観（保育園）にしはら女性元気セミナー（改善センター） 
阿蘇郡市民体育祭（球技・武道）日曜参観（山西小） 
母子手帳発行ｐｍ 
ＥＭ配布日　 
１歳６ヶ月児健診（改善センター） 
西原村青少年健全育成村民会議総会（改善センター） 
 
交通安全子ども自転車県大会 
阿蘇郡市民体育祭（陸上） 
 
 
 
手づくりあそび伝承会（西原中） 
ＥＭ配布日　小中学校終業式 
一日一汗運動　魚つかみどり大会 
親子愛校作業（西原中） 
母子手帳発行ｐｍ 
西原村人権同和教育推進協議会総会（役場） 
寿生大学 
 
お誕生学級ａｍ ひよこ学級ｐｍ（改善センター） 年長児お泊り保育（保育園） 
 
参議院議員・衆議院議員補欠選挙投票日　親子スポーツ大会 
ＥＭ配布日 
 
 
 
 
 
 
にしはら女性元気セミナー（改善センター） 
阿蘇郡市人権同和教育研究大会　ホンダ夏まつり（HSR九州） 
 
 
３歳児健診（改善センター） 
 
ＥＭ配布日 

海の日 

村の人口 
世帯数 

男 

女 

計 

2,193世帯 

3,261人　 

3,433人　 

6,694人　 

－3 

－5 

＋1 

－4

平成19年５月末現在 

お誕生おめでとうございます。 

女 

女 

男 

男 

男 

女 

女 

Ｈ19.5.9 

Ｈ19.5.9 

Ｈ19.5.12 

Ｈ19.5.12 

Ｈ19.5.15 

Ｈ19.5.18 

Ｈ19.6.4

　橋ワカノ（78） 

古閑　友　（72） 

藤本　幸一（75） 

坂本　　夫（68） 

渡辺　國勝（83） 

松浦ユキノ（94） 

故人名（年齢） 

�橋　澄雄 

古閑トモエ 

月岡　政敏 

坂本　幸子 

渡辺スミエ 

松浦　茂次 

遺族氏名 

風　当 

下古閑 

古　閑 

袴　野 

下小森 

星　田 

地区名 

河谷　裕之 

島野　真一 

本谷　　渡 

南野　裕俊 

東　　知史 

堀田　勝丸 

藤田　真二 

布　田 

秋　田 

高遊西 

小　森 

瓜生迫 

小　森 

万　徳 

出生児名 性別 生年月日 保護者 地区名 

河谷　朱凛 
じゅ り かわたに 

島野　莉央 
り お しま の 

本谷　航星 
こう せい ほん たに 

南野　　葵 
れん き みなみ の 

東　　知郎 
とも ろう ひがし 

堀田　　楓 
かえで ほり た 

藤田　玲心 
れ み ふじ た 

平成19年６月15日現在 

平成19年６月15日現在 
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熱
中
症
に
要
注
意
！ 

　
本
格
的
な
夏
を
迎
え
、
暑
い
日
が
多
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
と
き
に
気
を

つ
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
熱
中
症
で

す
。
熱
中
症
に
よ
る
死
亡
事
故
は
毎
年
発

生
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
気
を
つ
け
て

い
れ
ば
十
分
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
暑
い
日
差
し
の
中
で
、
め
ま
い
や
立
ち

く
ら
み
が
し
た
り
、
こ
む
ら
返
り
（
筋
肉

の
硬
直
）
が
起
こ
っ
た
り
し
た
経
験
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
熱
中
症
は
、
暑
い
中
で
仕

事
や
運
動
を
し
て
い
る
際
に
、
周
り
の
温

度
に
体
が
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
体

内
の
温
度
調
節
機
構
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

た
り
、
全
身
の
臓
器
の
機
能
不
全
が
起
こ

っ
た
り
す
る
体
の
不
調
で
す
。 

　
症
状
が
進
む
と
、
意
識
が
も
う
ろ
う
と

し
て
、
最
悪
の
場
合
は
死
に
至
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。 

 

熱
中
症
の
危
険
信
号 

　
熱
中
症
は
、
最
初
、
め
ま
い
や
失
神
、

こ
む
ら
返
り
、
ふ
い
て
も
ふ
い
て
も
汗
が 

出
て
く
る
な
ど
の
症
状
と
し
て
現
れ
ま
す
。 

病
状
が
進
む
と
、
頭
痛
、
吐
き
気
が
し
て

き
た
り
、
体
が
だ
る
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。 

　
し
か
し
、
多
く
の
人
は
、
そ
れ
が
熱
中

症
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
か
ず
、「
ち
ょ

っ
と
体
調
が
悪
い
」
程
度
に
し
か
思
い
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
ほ
う
っ
て
お
く
う
ち

に
症
状
が
進
み
、
突
然
、
意
識
障
害
、
運

動
障
害
な
ど
最
悪
の
事
態
に
至
り
ま
す
。 

　
暑
い
環
境
の
中
で
、
め
ま
い
や
頭
痛
や

吐
き
気
な
ど
が
し
て
き
た
ら
、
ま
ず
自
分

が
熱
中
症
で
あ
る
こ
と
を
疑
い
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
す
ぐ
に
休
ん
で
体
を
冷
や
し
、

水
分
や
塩
分
を
補
給
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を
飲
む
こ
と
も

効
果
的
で
す
。 

 

熱
中
症
の
予
防
法 

　
熱
中
症
は
、
適
切
な
予
防
法
を
知
っ
て

い
れ
ば
、
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
た

ち
の
体
は
、
血
管
を
広
げ
て
外
気
に
体
内

の
熱
を
放
射
し
た
り
、
汗
を
か
い
て
蒸
発

さ
せ
た
り
し
て
体
温
を
低
下
さ
せ
、
体
温

の
異
常
な
上
昇
を
防
ぎ
ま
す
。 

　
し
か
し
、
外
気
の
気
温
が
高
い
と
体
内

の
熱
を
放
射
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま

た
、
湿
度
が
高
い
と
汗
が
蒸
発
し
な
い
た

め
、
熱
中
症
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。 

　
熱
中
症
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
何
よ

り
も
暑
さ
を
避
け
、
部
屋
は
風
通
し
を
良

く
し
、
ま
た
水
分
を
十
分
に
補
給
す
る
な

ど
、
日
ご
ろ
か
ら
気
を
つ
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。 

 

１
．
暑
さ
を
避
け
ま
し
ょ
う 

　
日
陰
を
選
ん
で
歩
い
た
り
、
帽
子
を
か

ぶ
っ
た
り
す
る
な
ど
暑
さ
を
避
け
る
よ
う

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

２
．
服
装
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う 

　
通
気
性
の
良
い
、
汗
を
吸
収
し
て
く
れ

る
素
材
の
服
や
下
着
を
着
る
な
ど
、
服
装

に
も
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。 

３
．
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う 

　
暑
い
日
に
は
、
活
動
レ
ベ
ル
に
も
か
か

わ
ら
ず
こ
ま
め
に
水
分
補
給
に
努
め
ま
し

ょ
う
。
の
ど
が
乾
く
前
に
水
分
補
給
を
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
汗
を
た
く
さ

ん
か
く
場
合
に
は
、
塩
分
の
補
給
が
必
要

で
す
。
０
・
２
％
程
度
の
食
塩
水
（
１
㍑

の
水
に
２
ｇ
の
食
塩
）
が
適
当
で
す
。 

４
．
急
に
暑
く
な
る
日
に
注
意
し
ま

　
し
ょ
う 

　
急
に
暑
く
な
る
と
、
人
は
上
手
に
発
汗

で
き
ず
に
熱
中
症
を
起
こ
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
急
に
暑
く
な
っ
た
日
は
、
暑
さ
に

な
れ
る
ま
で
の
間
に
熱
中
症
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

５
．
体
調
を
考
慮
し
ま
し
ょ
う 

　
熱
中
症
は
健
康
な
人
で
も
起
こ
り
ま
す
。

前
の
晩
に
深
酒
を
し
た
人
や
朝
食
を
抜
い

た
人
は
熱
中
症
を
起
こ
し
や
す
い
の
で
、

体
調
が
回
復
す
る
ま
で
は
そ
の
日
の
活
動

を
控
え
ま
し
ょ
う
。 

６
．
集
団
活
動
の
場
で
は
お
互
い
に

　
配
慮
し
ま
し
ょ
う 

　
熱
中
症
の
予
防
に
は
、
個
人
の
努
力
と

と
も
に
、
集
団
で
活
動
す
る
場
合
に
は
お

互
い
の
配
慮
や
注
意
も
必
要
で
す
。
集
団

で
活
動
す
る
場
合
に
は
、
暑
い
場
所
で
の

作
業
や
運
動
は
な
る
べ
く
短
時
間
で
済
ま

せ
る
よ
う
、
お
互
い
に
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。 

 

資
料
提
供
　
環
境
省
「
熱
中
症
保
健
指
導
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
よ
り 

屋外では帽子 

日陰を利用する 

水分をこまめに 
摂取 
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発災対応型防災訓練実施 

西原村災害対策会議及び水防連絡協議会 

　６月８日に役場大会議室で、阿蘇地域振興局、警察、消防、

郵便局、村内関係団体を来賓に迎え、学校、各地区の区長、消

防団幹部、関係役場職員などが出席して、平成19年度の災害

対策会議及び水防連絡協議会が開催されました。 

　会議では、今年の天候の見通しや地域防災計画による災害対

策や避難施設・場所などについて、防災担当をはじめ各担当か

ら説明があり、また、災害危険箇所の説明、災害救助法の適用

などが説明されました。 

　会議後、消防団の幹部は村内の急傾斜危険地域（谷地区）で、

昨年避難勧告を行った箇所などを確認して、今年の本格的な梅

雨到来に向けて防災対策を再検討しました。 

避
難
訓
練
の
様
子 

（
谷
地
区
） 

▲ 

災
害
対
策
本
部
の
様
子 

（
役
場
庁
舎
内
） 

▲ 

初
期
消
火
訓
練
の
様
子 

（
下
小
森
・
前
鶴
・
玉
ノ
迫
地
区
） 

▲ 

応
急
処
置
訓
練
の
様
子 

（
緑
ヶ
丘
地
区
） 

▲ 

心
肺
蘇
生
法
訓
練
の
様
子 

（
出
の
口
地
区
） 

▲ 

▲  

消
防
団
幹
部
に
よ
る 

現
地
確
認
の
様
子 

▲  

災
害
対
策
会
議
の
様
子 

　５月27日午前８時、降雨が続き地盤が緩んでいるところに震度

６弱の地震が発生したという想定で、発災対応型防災訓練が村内

全域を対象に実施されました。 

　訓練は、防災行政無線による発災の合図で、各地域の実情に応

じた避難訓練からスタート。今回の訓練では、特に避難に関する

ことをメインに各地域で取り組まれ、事前に地域の役員の方や、

現在、村内の44集落中38集落で結成されている自主防災組織、

また消防団各班との話し合いで、訓練内容を決定実行されました。 

　今回も災害対策本部は役場庁舎内に設置し、地域からの避難状

況や被害情報などの情報収集・情報伝達などを行いました。災害

により一般電話や携帯電話が使えないという状況において、どの

くらい情報が伝達できるのかなどを課題に実施した結果、防災行

政無線機の使用方法などにも問題があることが判明し、これから

の訓練課題となりました。 

　そのほか、負傷者を救急搬送したり、救急救命や応急処置法の

指導を高遊原南消防署員から受けた地域、消火栓や防火水槽を活

用し初期消火訓練を行った地域、また映像による防災啓発や自主

防災組織の活動、自分たちの地域の防災について話し合った地域

など、今回は特に住民の皆さんの防災意識の向上に役に立った訓

練のようでした。 

　災害の発生をなくすことはでき

ませんが、被害を最小限にできる

よう一人ひとりが、訓練に参加し

たり、日頃の備えを心がけたりす

ることで防災意識を向上させ、災

害に強い地域をつくっていくこと

が大切ではないでしょうか。 



5 広報西原７月号 

西原村観光推進協議会 

西原中学校体育祭 

　５月25日、幼年消防クラブの結成式がにしはら保育園で

行われました。ハッピ姿のクラブ員（年長児51人）が元気

よく行進して入場し、指名点呼で名前を呼ばれると手を挙

げて大きな声で返事をしていました。そして、高遊原南消

防署の内山丸雄消防署長から、「一年間、火事や地震のこと

をしっかり勉強して、おうちの人にも教えてあげてください。」

とあいさつがあり、最後に全員で「防火の誓い」を力強く

宣誓しました。 

　式のあと、クラブ員たちはさっそく防火に関する映画を

見て、防火意識を高めていたようです。 

　五月晴れに恵まれた５月19日、平成19年度

西原中学校体育祭が開催されました。一人ひと

りの心のリズムを合わせ最高の体育祭にしよう

という思いを込めた今年のスローガンは、「鼓

動～熱く激しく心よ響け～」。このスローガン

のもと、生徒、保護者、来賓や地域の方々が一

体となり、29のプログラムがグラウンドで繰り

広げられました。 

　毎年親子の意地がぶつかり合う３年生とその

保護者による綱引きでは、１回戦で保護者に敗

れて奮起した生徒たちが先生方に助っ人をお願

いするなどして盛り上がり、２勝１敗で勝利し

ました。 

　また、約３週間にわたり毎日練習を積み重ね

てきた組体操やソーラン節、応援合戦などでは、

みんなの心を一つにした演技を披露し、中学生

としてたくましく成長した姿に会場からは盛ん

に拍手や声援が送られていました。 

３
年
生
親
子
綱
引
き
対
決 

▲ 

組
体
操
「
西
原
魂
」 

▲ 

▲  

大
切
畑
ダ
ム
で
の
清
掃 

▲  

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
た
ち 

総
会
の
様
子 

▲ 

幼年消防クラブ結成式 

男
子
全
員
リ
レ
ー 

▲ 

　昨年発足した西原村観光推進協議会の第１回通常総会が５月21

日、構造改善センターで開かれました。はじめに松村久美子会長

から「村の情報発信と共有を目的に、観光地図『ぐりーっとマップ』

や協議会通信紙『ぱらぷう通信』の充実を図りながら今後も活動

を広げていきたい。」とあいさつがありました。そして、18年度

事業報告や19年度事業計画などの議案が承認されました。 

　２年目となる今年度は、これまで取り組んできた事業を継続し

ながらさらなる情報発信を課題

に活動していくとのことです。 

　また、５月26日には、３月

に引き続いて大切畑ダム周辺の清掃が行われました。この日は同協議会

や障害者自立支援センター「たんぽぽハウス」から約25人が参加し、夏

を思わせる暑い日差しの中、堤周辺の遊歩道のゴミ拾いや草刈り作業に

汗を流していました。 
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大津地区交通安全子ども自転車大会 

山
西
小
学
校 

▲
 

大
会
38
連
覇
の
河
原
小
チ
ー
ム 

▲ 

競
技
の
様
子 

▲ 

　６月16日、自転車の安全な乗り方を競う大津地区

交通安全子ども自転車大会が開催されました。今年

は西原村での開催となり、トレーニングセンターに

大津警察署管内４市町村の小学校から28チーム・

112人の児童が集い、日々の練習の成果を発揮しま

した。 

　開会式では、山西小学校６年の武田裕介選手が「交

通規則を守り、事故防止に努めていきます。」と選手

宣誓を行いました。結果は、連覇への期待が寄せら

れるなか、河原小学校Aチームが団体の部で優勝し、

見事38連覇を達成しました。優勝した河原小チーム

は７月14日に開催される県大会へ出場します。 

【団体の部】　優勝　河原小Ａチーム　 
【個人の部】　１位　千原 桂介　河原小Ａ（６年） 
　　　　　　　２位　緒方 匡信　河原小Ｂ（５年） 
　　　　　　　３位　秋吉 龍星　河原小Ａ（６年） 
　　　　　　　５位　新川 萌　　河原小Ａ（６年） 

大 会 結 果（敬称略） 

小学校農業体験 

河
原
小
学
校 

▲ 

　６月８日、河原小学校児童らが滝川横の田んぼと畑で農業体験を

しました。１～３年生は、カライモの苗を手にして穴のあけられた

マルチに植え付けを行いながらも、となりの田んぼをうらやましそ

うに眺めていました。 

　それもそのはず。４～６年生は、裸足になって田んぼに入り、ぬ

かるむ泥の感触にはじめは大はしゃぎ。田植えのお世話をしていた

だいた馬場泰隆さん（下古閑）の指導のもと、“田植え縄”に沿っ

て一列に並び、丁寧にもち米の苗を植えていきました。 

　６月14日には、山西小

学校４年生が学校近くの

田んぼで田植えを体験しました。児童たちは農業体験学習の指導

者である内村幸雄先生（万徳）をはじめ、たくさんの地域や保護

者の方々に教わりながら、苗の手植え作業に汗を流しました。また、

前日には同じ田んぼで思いっきり泥んこあそびも体験しました。

両校とも、秋に自分たちの手で育てた作物を収穫する予定です。 

　山西小学校では６月11日から13日にかけて、給食の時間

に「食」に関する指導が行われました。これは、６月の食育

月間と歯の衛生週間にちなんで実施されたものです。 

　栄養教諭の平野先生から、写真を用いて昔の人と現代人の

歯やあごの違いについて説明があり、「軟らかい食べものよ

り硬い食べものをよく噛んで食べることで、丈夫で健康な歯

やあごがつくられます。」との話に、児童たちは熱心に聞き

入っていました。また、13日は、児童が自分でかみかみメ

ニューの中からイリコかアーモンドのどちらかを選んで食べ

るセレクト給食がありました。 

▲  

給
食
の
合
間
に
食
育
指
導 

６月は食育月間 
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　６月５日、西原村・大津町・菊陽町・合志市のたばこ小売

業者らでつくる肥後大津たばこ販売協同組合（益田龍朗理事長）

が、西原村で美化作業を行いました。同組合では、喫煙マナ

ーの向上や未成年の喫煙防止などに努めるとともに、春と秋

の交通安全運動に参加して交通安全を呼びかけたり、年２回

にわけて各市町村で環境美化活動を行ったりしています。 

　この日はゴミ袋を手にした組合員23人が、役場を中心に県

道沿いのゴミ拾いに汗を流し、作業後は何袋ものゴミが集ま

っていました。ポイ捨てはやめましょう。 

清
掃
に
参
加
さ
れ
た 

組
合
員
の
皆
さ
ん 

▲ 

牛乳消費拡大キャンペーン 

　６月６日、緑川漁業協同組合（坂本猛組合長）が同水系の

河川で毎年実施している稚魚の放流が、河原小学校の横を流

れる滝川で行われました。放流には、河原小３・５年生が環

境学習の一環として参加。坂本組合長からウナギの生態や生

き物が住みやすい環境を守っていくことの大切さについて話

を聞いた児童たちは、ヌルっとする手触りに時おり声をあげ

ながらもウナギの稚魚を「大きく育ってね」と放流しました。 

　また、翌日には、４・６年生が白糸の滝を訪れ、バケツを

手に川の中に入り、やまめの稚魚を放流しました。 

緑川漁業協同組合 

肥後大津たばこ販売協同組合 

稚
魚
を
放
流
す
る
児
童
た
ち 

▲
 

　６月17日の父の日を前に14日、西阿蘇酪農組合女性部（亀

田照美部長）が役場を訪れました。そして、「父の日に牛乳を

贈ろう」キャンペーンにちなみ、同女性部の方から「おつかれ

さまです。栄養たっぷりの牛乳を飲んでお仕事がんばってくだ

さい。」と加藤村長に牛乳が贈られました。 

　この取り組みは、毎年父の日と牛乳（ちち）をかけて牛乳の

消費拡大をＰＲするキャンペーンで、平成10年から西日本一

の酪農生産県である熊本県の菊池地域を中心に始まり、今では

その運動が全国に広がっています。 

西
阿
蘇
酪
農
組
合
女
性
部 

か
ら
牛
乳
の
贈
り
物 

▲ 

　西原、大津、菊陽、合志の４市町村合同で開かれる第31回

熊日大津支局管内軟式野球大会が、６月１日から14日にかけ

て開催されました。今年は本村の村民グラウンドを主会場に、

総勢25チーム（西原村からは５チーム）の参加がありました。 

　試合はトーナメント方式で行われ、各地の強豪が勝ち上が

る中、地元チームの「西原天龍」が順当に勝ち上がり、雨と

なった決勝戦では「菊陽スターバックス」を６対３で破り、

見事優勝を果たしました。また、勝利監督賞に坂口勝也さん（前

鶴）、最優秀選手賞に村木健一さん（化粧塚）が選ばれました。 

熊日大津支局管内軟式野球大会 

開
催
地
優
勝
を
果
た
し
た 

西
原
天
龍
チ
ー
ム 

▲
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　みなさん、西原村体育協会のことをご存じですか？西原村体育協会
は、９つの団体で構成されており、各協会それぞれに村内の体育施設
で活動しています。本年度は、次のような活動が計画されております。 
　運動不足やストレス、日頃の生活習慣が原因となるメタボリックシ
ンドローム（高血圧・高血糖・高脂血症・肥満）の仲間入りをしない
よう、一緒に活動をしてみませんか。 
　気持ちのいい汗をかき、スポーツを楽しみましょう！きっと仲間づ
くり・生きがいづくりにも役立ちます。お気軽にご参加ください。 

西原村体育協会活動状況 西原村体育協会活動状況 西原村体育協会活動状況 
平成19年度 平成19年度 平成19年度 

団体名　 
活動内容 
　①活動場所　②対象者　③活動日時 
　④登録料　　⑤代表者 
詳細についてはお問い合わせ下さい。 
【問合せ先】 
　　　西原村体育協会事務局 
　　　　　279-4424（教育委員会内） 

バドミントン協会 
　運動不足の解消・体力づくり・健康増進。技術の
向上と目的はさまざまです。毎週２回練習をしてい
ます。小学生、初心者の方も大歓迎です。 
①トレーニングセンター 
②小学生～一般（対象制限なし） 
③毎週月・木（午後７時～10時） 
④協会員4,000円（年額） 
　協会員以外400円（月額） 
⑤坂田　和博（下小森） 

ゲートボール協会 
　体力づくりと親睦を目的とし、ゲートボール教室
や定例大会、老人会ゲートボール大会を開催してい
ます。また、審判員の技術の向上を目的とし、審判
講習会を実施します。 
①村民グラウンド　ゲートボール場 
②ゲートボール協会員 
③毎月第１日曜日・ 
　18日（月例会開催） 
④年会費2,500円 
⑤西村　政勝（瓜生迫） 

剣道協会 
　「剣道は剣の理法の修練による人間形成の道である」
という剣道の理念のもと、剣道をとおした青少年の
健全育成を目的とし、今、忘れられている礼儀から
指導いたします。大人の方も大歓迎です。 
①村民体育館（剣道場） 
②保育園年長～一般　村内居住者　村内勤務者 
③毎週月・水・金（午後７時～８時30分） 
④小・中・高校生（月額1,500円） 
　一般（年間1,000円） 
⑤内田　安弘（布田） 

グラウンドゴルフ協会 
　高齢者の生活の改善（メリハリのある生活）と今
の健康を維持し、楽しい毎日を過ごせるよう仲間づ
くりをモットーに活動しています。 
①村民グラウンド（Eコート） 
②村内居住者 
　年齢・体力は問いません 
③毎週月・水・金 
（季節により時間変更あり） 
④協会新規加入者（2,000円） 
⑤久保田　安博（鳥子） 

柔道協会 
　基本的な技術からご指導します。礼儀作法を重ん
じ心の健康、そして精神面の向上を目的に日々の稽
古に励んでいます。 
①村民体育館（柔道場） 
②小学生～一般 
③毎週月・水・金 
（午後７時30分～９時30分） 
④月額1,000円 
⑤小城　保弘（日向） 
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ソフトボール愛好会 

ビーチ（ミニ）バレーボール協会 
　会員の親睦と、健康増進を目的に、楽しく、にぎ
やかに、そしてパワフルに活動しています。子ども
から一般まで性別問わず、どなたでも大歓迎です。 
①村民体育館 
②子どもから一般まで（対象制限なし） 
③毎週火曜（午後８時～午後10時） 
④入会金1,000円　 
　会費500円（月額） 
⑤四海　みか子（名ヶ迫） 

軟式野球連盟 
　春・夏・秋に大会を開催しています（ナイター）。
現在、チーム登録数は13チーム。野球の好きな方、
是非仲間でチームをつくって登録しませんか。 
①村民グラウンド（Aコート） 
②一般　村内居住者　村内勤務者 
③5月・8月・9月（大会開催） 
④年間2,000円（連盟登録料） 
⑤秋吉　誠二（宮山） 

バレーボール協会 
　夏季、秋季、春季大会の開催を予定しています。
村内大会はソフトバレーですが、一般男女、ママさ
んチームでは、郡市大会（6人制・9人制バレーボー
ル）以上の大会での優勝を目指しています！ 
①トレーニングセンター 
②小学生～一般 
　（年齢・性別問いません。4人制） 
③7月（夏季）11月（秋季）3月（春季）開催 
④登録料無料。大会参加費（1チーム500円） 
⑤米田　眞也（田中） 

キッズサッカー 
　「ビアンカスにしはら」も今年で５年目となり、生
徒数も29人となりました。子ども・保護者・指導者が
全員一丸となって各大会での上位入賞を目指しています！
４年生９人はジュニアサッカーで活動しています。 
①河原小学校グラウンド 
②村に住民票を有する小学1～3年生まで 
③毎週日曜（午前９時～正午） 
④年会費12,000円 
（キッズサッカー登録料・保険料を含む） 
⑤中ノ瀬　義孝（緑ヶ丘） 

学童野球 
　現在部員33名、指導者３名で練習に励み、大会へ
の出場、練習、レクレーションなどを実施しています。 
①村民グラウンド（Eコート） 
②村に住民票を有する小学1～6年生まで 
③毎週水曜（午後５時～７時） 
　毎週土・日（午前９時～正午） 
④入部金・継続加入金（年額3,000円） 
　会費（月額1,000円）、 
　保護者会費（月額500円） 
⑤藤吉　昌也・堀田　和也（役場内） 

少林寺拳法 
　少年には育てる少林寺拳法を！中高年には養う少
林寺拳法を！少林寺拳法は、子供から、大人まで年齢、
体力に応じて修行できます。物騒な世の中、護身術
を身に付けてみませんか？ 
①村民体育館 
②小学生～一般 
③毎週火・木（午後７時30分～９時） 
④入門費3,000円　一般（月額3,000円） 
　小・中・高校生（月額2,300円） 
⑤後藤　久紀（熊本市） 

　各協会の活動のほかにも
少林寺拳法やサッカーなど
の教室があり、子どもたち
も元気に活動しています！ 

　各協会の活動のほかにも
少林寺拳法やサッカーなど
の教室があり、子どもたち
も元気に活動しています！ 

　各協会の活動のほかにも
少林寺拳法やサッカーなど
の教室があり、子どもたち
も元気に活動しています！ 

　春・夏・秋に大会を開催しています（ナイター）。 
随時チームを募集しています。 
①村民グラウンド（Aコート） 
②村内居住者　村内勤務者 
③５月・８月・10月（大会開催） 
④チーム登録料（年額　15,000円） 
　大会参加料（大会毎 3,000円） 
⑤小城　要一（名ヶ迫） 
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　計画や事業に関する詳しい内容や、各種障害福祉サービスの利用方法・利用料につきましては、役場住民
課までお問い合わせください。 

　障害者自立支援法の成立や発達障害者支援法の施行など、障害のある方を取
り巻く環境はめまぐるしく変化しています。 
　このようななか、本計画は、「障害者自立支援法」の趣旨を踏まえ、平成12
年度策定の「西原村障害者計画」の見直しを図るとともに、新たに策定を義務
付けられた「障害福祉計画（第一期：平成18～20年度）」の性質を備えた一体
的な計画となるよう策定いたしました。 

【問合せ先】役場住民課 健康福祉係　　279‐4397

●計画策定の背景 

　障害者等の自立と社会参加を基本とする障害者基本法の理念の
もと、保健・医療・福祉の３制度包括型のシステムづくりと、障
害のある方の生活に密着した地域の基盤づくりをめざし、本計画
の基本理念を「健康で生きがいのある暮らしづくり」とします。 

相談支援事業・コミュニケーション支援事業・日常生活用具給付事業 
移動支援事業・地域活動支援センター　 
西原村独自の地域生活支援事業 
（訪問入浴サービス事業、更生訓練費給付事業、日中一時支援事業、自動車運転免許取得・改造助成事業） 

●計画の基本理念 

　基本目標１：地域で共に生活する　基本目標２：社会的自立の促進　基本目標３：生活の質の向上 

　障害者自立支援法の施行に基づく障害福祉サービスには、自立
支援給付によるサービスと地域生活支援事業によるサービスがあ
ります。 

●計画の基本目標 

●新たな障害福祉サービス 

…介護が必要な方に対するサービス …訓練等の支援が必要な方に対するサービス 
①介護給付サービス 

地域生活支援事業によるサービス 

　地域で共に生活する　　　保健・医療サービスの充実、福祉サービスの充実、療育体制の整備　 
　　　　　　　　　　　　　地域のネットワークづくり 
　社会的自立の促進　　　　日常生活の支援、住まいづくり、就労の促進 
　生活の質の向上　　　　　生活環境の整備、スポ・レク活動、総合支援の確立、防犯・防災・交通対策 

●施策の展開 

健康で生きがいのある 
暮らしづくり 

健康で生きがいのある 
暮らしづくり 

居宅介護・短期入所（ショートステイ）・児童
デイサービス・生活介護・共同生活介護（ケア
ホーム）・施設入所支援など 

自立支援給付によるサービス 

②訓練等給付サービス 

自立訓練（機能訓練・生活訓練）・就労移行支援・
就労継続支援・共同生活援助（グループホーム）
など 
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　国民年金について、「世代と世代の支え合い」｢健
康で明るい老後｣を表現した作品を応募します。 
【応募資格・規定】 
はがき部門･･･小学生（４～６年）、中学生を対象 
　自作未発表作品で、はがき（またははがきサイズ
の用紙）を使用してください。画材は自由です。（絵
の具、クレヨン、色鉛筆、切り絵など） 
ポスター部門･･･中学生、高校生を対象 
　自作未発表作品で、B３サイズ（51.5×66.4cm）
又は画用紙四つ折サイズ（540×381mm）を使用
してください。画材は自由です。（絵の具、クレヨ
ン、色鉛筆、切り絵など） 
【応募方法】 
　作品の裏面に、住所、氏名、年齢、電話番号、学
校名、学年を明記してください。応募作品は返却し
ません。一人何点でも応募できます。（学校・クラ
スでまとめて送付可） 
【応募先】 
熊本社会保険事務局年金課、西原村役場住民課国民
年金係、県内の各社会保険事務所窓口 
【応募締切】９月14日（金）当日消印有効 
【問合せ先】熊本社会保険事務局年金課給付企画係 
　　　　　　　096‐211‐0763

　平成19年4月1日付けで草野正臣さん（万徳）に、
熊本県知事から身体障害者相談員の委嘱がありました。
これは３年間にわたって相談員の活動に従事いただい
た前任者の溝口ハルエさんの退任に伴うものです。任
期は20年度までの２年間です。 
　身体障害者相談員は、身体に障害がある方の相談に
応じ、必要な助言や指導を行うとともに、関係機関の
業務に対する協力や地域でともに生活するための意識
啓発等を行います。 

   

　
現
在
、
鉄
、
銅
な
ど
の
金
属
価
格
高
騰

に
と
も
な
い
、
エ
ア
コ
ン
室
外
機
の
盗
難

事
件
が
大
津
警
察
署
管
内
で
も
多
発
し
て

い
ま
す
。 

◆
室
外
機
に
柵
を
取
り
付
け
る 

◆
防
犯
ブ
ザ
ー
を
取
り
付
け
る 

と
い
っ
た
対
策
を
取
り
ま
し
ょ
う
。 

　
犯
人
に
「
盗
み
に
く
い
」
と
感
じ
さ
せ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

    

【
手
口
の
参
考
事
項
】 

◆
「
融
資
を
し
ま
す
」
等
の
甘
い
言
葉
を

使
い
、
融
資
を
必
要
と
し
て
い
る
方

は
も
ち
ろ
ん
、
必
要
と
し
て
い
な
い

方
に
対
し
て
も
、
し
つ
こ
く
勧
誘
し

融
資
を
受
け
さ
せ
よ
う
と
し
て
き
ま
す
。 

◆
犯
人
は
、
携
帯
電
話
等
を
使
っ
て
「
本

の
間
に
現
金
を
は
さ
み
、
郵
便
局
か

ら
そ
の
本
を
送
ら
せ
る
」
等
の
送
金

方
法
を
詳
し
く
説
明
し
て
き
ま
す
。 

 

【
被
害
防
止
の
注
意
点
】 

◆
勧
誘
等
の
は
が
き
が
送
ら
れ
て
き
て
も
、

絶
対
に
相
手
に
連
絡
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。 

◆
融
資
等
の
勧
誘
電
話
を
受
け
て
も
、
毅

然
と
し
た
態
度
で
断
り
、
す
ぐ
に
電

話
を
切
り
ま
し
ょ
う
。
相
手
は
「
勧

誘
の
プ
ロ
」
で
す
。
電
話
等
で
長
い

間
話
し
て
い
る
と
、
相
手
の
思
う
ま

ま
に
住
所
等
の
個
人
情
報
を
し
ゃ
べ

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

◆
融
資
を
受
け
よ
う
と
す
る
前
に
、
親
し

い
友
人
等
に
必
ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
。 

 

【
問
合
せ
先
】 

　
大
津
警
察
署
生
活
安
全
課 

０
９
６
‐
２
９
４
‐
０
１
１
０ 

身体障害者相談員に 

振
り
込
め
詐
欺
の
手
口
に 

つ
い
て 

エ
ア
コ
ン
室
外
機
の
盗
難 

に
注
意
！ 

御　礼 

　この春、旭日単光章を受章された元西原村議会議長
の島野政喜さん（土林）より、お世話になった村の発
展のためにとご寄付をいただきました。 
　ありがとうございました。　　　　　　　　西原村 

こ
ん
な
事
件
が

な
事
件
が 

　
多
発

　
多
発
し
て
い
ま
す 

こ
ん
な
事
件
が 

　
多
発
し
て
い
ま
す 



第
一
回
説
明
会
の
様
子 

【連絡先】役場産業課経済係 
　　　　　279‐4396
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　平成19年度阿蘇広域行政事務
組合職員採用試験を次のとおり実
施します。 
第一次試験日　9月16日（日） 
申込受付期間　 
　7月23日（月）～8月10日（金） 
試験の程度　高校卒業程度 
採用予定職種と人員 
　消防　６名程度 
　救急救命士　２名程度 

受験資格 
消防…昭和57年4月2日から平成2

年4月1日までに生まれた方 
救急救命士…昭和57年4月2日以

降に生まれた方で、受験申
込日現在、救急救命士の免
許を有する方 

　県道堂園小森線の整備に係る第
２回事業説明会を次のとおり開催
致します。 
　なお、説明会にはどなたでも出席
できますので、よろしくお願いします。 
日時：７月３１日（火） 
　　　午後７時30分から 
場所：構造改善センター 

【問合せ先】 
阿蘇広域行政事務組合総務課 
　0967‐24‐5111

【問合せ先】阿蘇地域振興局  
土木部 企画調査課 橋本 森 
　0967‐22‐1118 
役場産業課土木係 河上 松浦 
　279‐3111

【問合せ先】農業委員会（役場産業課内）　 279‐4396

　農業委員会では現在、遊休農地解消対策の
一環として、花植え運動を行っています。 
　遊休農地は、全国的に増加傾向にあり、当村
もそのような状況になりつつあります。そこで昨
年度よりこの花植え運動を始めました。 
　今回は昨年植え付けを行った農地を中心に、
「ヒマワリ」及びマメ科の「ネマキング」を約２ｈ
ａ植え付けました。７月～８月にかけて花が咲く
予定です。また秋には「菜の花」などの植え付け
を計画しています。 

　現在、農業委員会への申請の受付は奇数月
の15日までとしていますが、締切日ぎりぎりの
提出が増えてきています。申請の内容によって
は調査等が必要になり、提出された日に受付
ができず委員会で審議することができない場
合もありますので、早めに申請書の提出をお願
いします。 
　西原村開発指導要項に基づく届出が必要な
開発を計画されている場合は、役場総務課へ
の届出及び回答を受けた後に、農業委員会へ
申請をしていただきますようお願いします。 
　なお、７月の農業委員会への申請受付の締
切りは、15日が日曜日になるため、7月13日（金）
です。農地の売買・貸し借り・転用等を計画され
ている方は、地元農業委員か産業課農業委員
会事務局まで早めに連絡をお願いします。 
　農業委員会の開催日は7月25日（水）の予
定です。 

　現在、県内の河川において、コイ
ヘルペスウイルス病のコイへの感
染が確認されています。 
　コイヘルペスウイルス病はコイ
以外の魚や人への感染はなく、仮
に感染したコイを食べても人体に
影響はありません。 
　病気のまん延防止のため次のこ
とにご協力ください。 

①家庭で飼育しているコイや購入
してきたコイを、河川や湖沼、水
路などに放さない。 
②家庭で飼育しているコイが衰弱、
死んだときは、河川や湖沼、水路
などに捨てない。 
③河川や湖沼などで釣ったコイを、
他の河川や湖沼、水路などに放
さない。 
　コイの大量死等を発見したときは、
連絡してください。 
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子育て支援室 

　梅雨明けをしたら本格的な夏到来！子どもたちが大好きな“水”の季節がやってきます。 
　気持ちのよい水の感触を求めて、ピチャピチャと水でいたずらを始める子どもたちの目が生
き生きと輝きます。反面、暑さから睡眠不足などで体力を消耗するうえ、水あそびで感染症な
どにかかる事も多くなります。病気は早期に発見し、適切な処置をとりましょう。 

○育児教室・子育て支援合同活動 
　「熊本動物園で遊ぼう」 

○えのぐあそび 

■平地が少なく山地が多い。その上、もろくて崩れ

やすい土や岩からできている山が多い。 

■世界の中でも特に多くの雨が降り、しかも梅雨や

台風時などに集中して降る。 

■山が多く急峻な地形のため川の流れが急。よっ

てたくさんの土砂が流れ出す。 

■日本には108の活火山（世界の約１割）があり、

地震が多く、火山の噴火もよく起こる。 

備えあれば… 

【問合せ先】 総務課 防災係　　279-3111
【申込み・問合せ先】 
(財)阿蘇地域振興デザインセンター 
　　　　　　0967-22-4801

自分自身の防災力を高めましょう。 

土砂災害多発！私たちの郷土 

理由は大きく４つあります。 

～最近の土砂災害～ 
　せまい地域に集中してたくさんの雨が降る集中豪雨。
最近この集中豪雨の回数が増えています。また台風の
上陸数も増加し、過去３年間で約4,800件の土砂災害
が発生しています。 

会　場：高森町観光交流センター  
日　時：８月21日（火）から 
　　　　毎週火曜日 
　　　　午後７時から午後９時まで 
内　容：英会話講座　全10回（計20時間）予定 
受講料：金5,000円（全10回分） 
定　員：20名まで（申込多数の場合は抽選） 

　５月28日に「熊本動植物園で遊ぼう」を開催しまし
た。お天気にも恵まれ、今回は１１家族の参加があり、
とても楽しい１日を過ごすことができました。 
　バスに乗る子どもたちの顔は、動物園に到着する
まで笑顔一杯。みんなでたくさんの動物を見たり遊
具で遊んだりした後は、
シートに座って手作り
のお弁当をおいしそう
に食べていた子どもた
ちでした。 

　６月11、12日の２日間、40分程度の
えのぐの日を設けました。１日目は、手
作りの筆を使ってスタンプようなの要
領であじさいの花を作り、とてもかわい
いあじさいができあがりました。 
　２日目はブロックのスタンプで、かた
つむりの殻の部分の模様を作りました。
１才未満の子どもたちには、にじみ絵を
してもらい、楽しそう
に最後まで一生懸命
取り組んでくれました。 

どうして多くの土砂災害が起きるのでしょうか？ 

　阿蘇地域への、海外からの旅行者は、年々増加してい

ます。このため、阿蘇地域では、海外から阿蘇地域を訪れ

る旅行者に対して、快適に阿蘇を楽しんでいただくために、

案内人のための実用語学研修講座を開催してきています。 

　今回は、「英会話」講座を開

催いたします。阿蘇地域在住

の方であれば、どなたでも参

加できる講座です。 

　お気軽にご参加ください。 

にしはら保育園子育て支援室にしはら保育園子育て支援室 にしはら保育園子育て支援室 
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３
月

　
３
月
23
日
と
５
月

日
と
５
月
31
日
に
行
わ
れ
た
、
お

日
に
行
わ
れ
た
、
お

誕
生
学
級
に
お
邪
魔
し
て
、
写
真
を
撮
ら
せ

誕
生
学
級
に
お
邪
魔
し
て
、
写
真
を
撮
ら
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
む
ぞ
ら
し
か
で
す
ね
！

て
頂
き
ま
し
た
。
む
ぞ
ら
し
か
で
す
ね
！ 

　
３
月
22
日
と
５
月
24
日
に
行
わ
れ
た
、
お

誕
生
学
級
に
お
邪
魔
し
て
、
写
真
を
撮
ら
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
む
ぞ
ら
し
か
で
す
ね
！ 

赤坂　　道 くん 
あかさか し ど う  

譲治さん･佳織さん(布田)

いつもニコニコ元気です！ 

哲也さん・みゆきさん(大峯)

いっぱい食べて大きくなりま
す！ 

松村　康平 くん 
まつむら こうへい 

礼ちゃんれあちゃん仲良くし
てね。 

林　ひなた ちゃん 
はやし 

英利さん・あすかさん(高遊中)

たくさん遊んで、たくさん食
べます。 

雅英さん・美由紀さん(高遊西)

戸田　涼雅 くん 
と　だ りょうが 

ALT　エミリー 

７月４日 　～西原の皆さん～ 
　７月４日は、アメリカ合衆国の誕生日です。
そうです、独立記念日とも呼ばれています。  
　この日は、アメリカの人々はバーベキューパ
ーティを開き、ハンバーガーやホットドッグ、ソ
ーセージを食べます。 
　夜は花火が空に打ち上げられ、みんなそれ
を楽しみます。とてもすばらしいお祝いです。 

古川　智明 

　西原村のみなさん、こん
にちは。７月に留学を終え
て帰国することになりまし
た。留学では、たくさんの
ことを学びました。 
　留学する前の自分は、さ
さいな事で落ち込んだり嫌
な気持ちになってしまった
りと弱かったのですが、留
学をして強くなれたと思うし、考え方や物の見方が
180度変わったと思います。留学するまでは世界は
広いんだから、自分には世界で起こっていることな
ど無関係だと思っていました。 
　でも、今の自分は違う気がします。言葉では上手
く言い表せない感情が留学というものを通して、自
分の中で抱かれています。それが何なのかまだハッ
キリとは分からないけど、学ぶということの大切さは、
人一倍理解できたと思います。 
　これからも自分がこうだと決めた道を信じて、頑
張っていきたいと思います。本当にありがとうござ
いました。 

後列左から1番目が古川さん 
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いのちの教育 
教育委員会 279-4424

ユニバーサルデザイン ユニバーサルデザイン ユニバーサルデザイン 

～ 概 念 ～ 
　ユニバーサルデザインの概念とは、はじめからすべての人が利用

できるようにデザインするということなのです。 

　ユニバーサルデザインは、米

国ノースカロライナ州立ユニバ

ーサルデザインセンター所長だ

った故ロン・メイス氏によって

提唱された考え方です。建築家

で工業デザイナーでもあったロ

ン・メイス氏は、車椅子を利用

していたのですが、高齢者や障

害者のために特別なデザインを

施したバリアフリーデザインは、

価格も高いうえに、美しいデザ

インのものが少ないということ

に着目し、 

「すべての人のための、もっと

実用的で魅力的なデザイン」 

という、ユニバーサルデザイン

を提唱するに至りました。 

　ユニバーサルデザインは、最

初から、すべての人が使えるよ

うにデザインしておくというと

ころに特徴があります。 

　人の身体の状況や能力は、年

齢を重ねるごとに変化していき

ます。たとえば、高齢になると、

若い頃には見えていた小さな文

字が読みづらくなったり、小さ

な音が聴きづらくなったりしま

す。また、妊婦さんや子どもを

連れている人にとっては、階段

の上り下りは、かなり大変です。

また、事故でケガをして、松葉

杖や車椅子を使う場合があるか

もしれません。 

 

　このように問題が生じるたび

に、その解決のためにデザイン

を変更していくとコストがかか

るうえに、デザインが不恰好に

なったり、その特別なデザイン

がかえって人目を引いて、差別

感を与えたりする場合もあり、

決していいとは言えません。 

　ユニバーサルデザインとは、

はじめからすべての人が利用で

きるようにデザインするという

概念です。誰にとっても、使い

やすく、安全であることをめざ

したデザインなのです。 

人権啓発資料「スマイルハーモニー」より 

コッコロ 

　西原村バレーボール協会では、夏季ソフ
トバレー大会を次のとおり開催いたします。 
　１チーム4～8名以内とし、小学生以上で
健康に自信がある方ならどなたでもOKです。 
日時：8月3日（金）～4日（土） 
　　　午後7時～予定 
場所：トレーニングセンター 
注意：代表者会議及び抽選会を7月26日（木）に開催し

ますので、その前日までに参加についてご連絡
ください。 

【問合せ先】西原村バレーボール協会事務局 
（役場内）産業課 松永（政）・堀田（隆）　　279-3111

　８月18日（土）～19日（日）、YMCA阿蘇キャンプ場に

おいて熊本県ひとり親家庭支援事業が実施されます。染

め物体験、野外クッキングや子育て講演会など、親子で楽

しめる内容盛りだくさんのキャンプとなっています。 

　ひとり親家庭のお父さん及び子どもさんを対象とし、参

加費は一人3,000円程度です。参加者数に限りがありま

すので、お早めにご連絡ください。 

【申込み・問合せ先】阿蘇地域振興局福祉課 
　　　　　　　　　0967-22-1113

～大自然を満喫♪ 
　　　　　楽しいチャレンジがたっくさん♪～ 

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
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名
城
所
在
地
知
事
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

の
開
催
に
つ
い
て 

熊
本
県「
食
育
」に
関
す
る
募
集
の 

お
知
ら
せ 

生
活
衛
生
関
係
営
業
経
営
相
談
室 

開
設
の
ご
案
内 

テ
ク
ニ
カ
ル
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
科 

委
託
訓
練
９
月
生
募
集 

　
７
月
12
日(
木)

、
13
日(

金)

に
全
国
知

事
会
議
が
熊
本
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
が
、

そ
れ
に
先
立
ち
、
７
月
11
日(

水)

午
後
１

時
か
ら
、
熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
で
、

「
名
城
所
在
地
知
事
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜

こ
れ
か
ら
の
分
権
と
自
治
を
語
る
」
を

開
催
し
ま
す
。 

 

基
調
講
演
に
松
下
電
器
産
業
副
会
長
の

松
下
正
幸
氏
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
の
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、
名
城
所

在
地
の
４
人
の
知
事
に
お
越
し
い
た
だ

き
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。
参
加
ご

希
望
の
方
は
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。 

【
申
込
み
・
問
合
せ
先
】 

　
熊
本
県
総
合
政
策
局
企
画
課 

　
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
０
３
２ 

「
食
育
子
ど
も
特
派
員
」
募
集 

　
「
食
」
に
関
心
の
あ
る
小
中
学
生
の
「
食

育
子
ど
も
特
派
員
」
を
募
集
。 

　
任
命
を
受
け
、
食
に
つ
い
て
の
行
事

や
家
庭
で
の
体
験
談
、
意
見
や
感
想
等
を
、

記
事
に
書
い
て
県
庁
に
送
っ
て
も
ら
い

ま
す
。 

　
応
募
は
、
申
込
書
（
県
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
・
市
町
村
に
あ
り
ま
す
）
ま
た
は

葉
書
に
、
住
所
・
氏
名
・
学
校
名
・
学
年
・

自
宅
の
電
話
番
号
（
可
能
な
人
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）・
保
護
者

の
氏
名
・
特
派
員
と
し
て
や
っ
て
み
た

い
こ
と
を
書
い
て
、
申
し
込
み
ま
す
。（
募

集
人
員
２
０
０
人
、
低
学
年
の
人
は
ご

家
族
と
一
緒
に
申
込
み
可
） 

応
募
期
間
　
７
月
31
日
（
火
）
ま
で 

 
「
く
ま
も
と
食
育
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
」
募
集 

　
「
食
」
の
大
切
さ
を
実
感
し
、
適
切

な
食
生
活
を
推
進
す
る
た
め
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
食
育
の
取
り
組
み
が
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
、
親
し
み
や
す
い
イ
メ

ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。 

　
応
募
は
、
縦
横
15
㎝
の
枠
の
中
に
デ

ザ
イ
ン
を
描
き
、
余
白
に
作
品
の
説
明

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

応
募
期
間
　
７
月
20
日
（
金
）
ま
で 

最
優
秀
賞
…
１
作
品
、
３
万
円
相
当
の

　
　
　
　
　
記
念
品
　 

優
秀
賞
…
　
２
作
品
、
１
万
円
相
当
の

　
　
　
　
　
記
念
品 

【
送
付
・
問
合
せ
先
】 

　
〒
８
６
２
‐
８
５
７
０
（
住
所
不
要
） 

　
熊
本
県
庁
食
の
安
全
・
消
費
生
活
課 

　
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
８
９ 

　
地
域
の
生
活
衛
生
関
係
営
業
者
の
健

全
な
発
展
を
図
る
た
め
、
経
営
の
見
直

し
、
税
務
関
係
・
店
舗
改
装
等
の
資
金

調
達
等
経
営
全
般
に
つ
い
て
の
相
談
指

導
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。 

　
一
人
で
考
え
悩
む
よ
り
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
専
門
相
談
員
が
対

応
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。 

相
談
内
容 

・
経
営
　
店
舗
の
新
築
や
改
装
計
画
、

資
金
繰
り
や
売
上
げ
計
画
な
ど
、
そ
の

他
経
営
全
般
の
相
談 

・
融
資
　
生
活
衛
生
融
資
（
国
民
生
活

金
融
公
庫
）
の
利
用
方
法
と
手
続 

・
税
務
　
所
得
税
、
消
費
税
、
帳
簿
記

帳
の
相
談 

対
象
者
　
生
活
衛
生
関
係
営
業
者
（
飲

食
関
係
営
業
、
食
肉
販
売
、
理
容
、
美

容
、
旅
館
ホ
テ
ル
、
公
衆
浴
場
、
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
等
）
ま
た
は
、
独
立
開
業
を

予
定
の
方 

日
時 

　
７
月
25
日
（
水
）
10
時
〜
15
時 

場
所
　
阿
蘇
保
健
所 

【
問
合
せ
先
】 

（
財
）
熊
本
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ

ン
タ
ー 

０
９
６
‐
３
６
２
‐
３
０
６
１ 

　
（
独
）
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
熊
本

セ
ン
タ
ー
で
は
、「
テ
ク
ニ
カ
ル
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
科
」
委
託
訓
練
９
月
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
訓
練
は
、
離
職
さ
れ
て
い
る
方
々

の
た
め
に
再
就
職
に
有
利
に
な
る
よ
う

専
門
学
校
等
に
職
業
訓
練
を
委
託
し
、

こ
れ
か
ら
就
こ
う
と
し
て
い
る
職
業
に

必
要
な
知
識
・
技
能
を
習
得
で
き
る
よ

う
応
援
す
る
訓
練
で
す
。 

申
込
資
格
　
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職

申
込
み
を
し
た
離
職
者
の
方 

訓
練
会
場
　
ト
レ
ジ
ャ
ー
オ
ブ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
株
式
会
社
（
益
城
町
） 

訓
練
期
間
　
９
月
４
日
（
火
）
〜
11
月

28
日
（
水
） 

経
費
　
入
学
金
、
受
講
料
は
無
料
。
教

科
書
代
な
ど
の
諸
経
費
約
１
万
千
円
程

度
の
自
己
負
担
が
必
要
。 

応
募
方
法
　
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定

所
で
職
業
相
談
の
上
、
訓
練
受
講
の
申

込
み
を
し
て
下
さ
い
。 

応
募
期
間
　
７
月
23
日
（
月
）
〜
８
月

６
日
（
月
） 

【
問
合
せ
先
】 

（
独
）
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
熊
本
セ

ン
タ
ー 

委
託
訓
練
係 

０
９
６
‐
２
４
２
‐
０
３
９
４ 



17 広報西原７月号 

温度差 

「何でも火が消えると 
　　　　　　　冷めます」 

役場各課・係 
直通ダイヤル 
役場各課・係 
直通ダイヤル 

※土日、祝祭日は 

　　　　　　　へお願いします。 279-3111

新
築
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
リ
フ
ォ 

ー
ム
に
熊
本
県
産
の
木
を
！ 

平
成
19
年
度（
前
期
）ビ
ジ
ネ
ス
・ 

キ
ャ
リ
ア
検
定
試
験
の
お
知
ら
せ 

男
女
共
同
参
画
に
取
り
組
ん
で
い
る 

事
業
者
を
募
集
！ 

ホ
ン
ダ
夏
ま
つ
り
開
催
の
ご
案
内 

〈総務課〉 
総務・財政係（代表） 
企画振興・情報政策係 

〈教育委員会〉 

〈議会事務局〉 

〈収入役室〉 

〈税務課〉 
税務係 
国民保険係 

〈産業課〉 
経済係（農業委員会） 
土木建築係 
地籍調査係 

〈住民課〉 
住民・環境衛生係 
健康福祉係 

〈にしはら保育園〉 

 
279-3111 
279-3112 

279-4424 

279-4364 

279-4394 

 
279-4395 
279-4389 

 
279-4396 
279-3114 
279-4417 

 
279-3113 
279-4397 

279-2054

　
熊
本
県
で
は
、
県
内
で
木
造
住
宅
を

新
築
さ
れ
る
方
に
、
乾
燥
ス
ギ
柱
材
や

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
内
装
材
な
ど
を
、
マ

ン
シ
ョ
ン
を
リ
フ
ォ
ー
ム
さ
れ
る
方
に

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
内
装
材
を
無
償
提
供

す
る
事
業
を
行
い
ま
す
。 

　
今
後
の
募
集
期
間
は
、
第
２
回
が
７

月
30
日
〜
８
月
10
日
、
第
３
回
が
９
月

３
日
〜
９
月
14
日
、
第
４
回
が
11
月
12

日
〜
11
月
23
日
で
す
。 

　
提
供
す
る
戸
数
や
条
件
な
ど
の
詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【
問
合
せ
先
】 

熊
本
県
林
業
振
興
課
県

産
材
利
用
推
進
室 

０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
４
４
８ 

 

　
楽
し
さ
爆
発 

気
分
は
最
高 

み
ん
な
で

行
こ
う
よ
！ 

‚
07
Ｈ
ｏ
ｎ
ｄ
ａ
夏
ま
つ

り 

〜
夏
の
思
い
出
届
け
ま
す
〜 

日
時
　
８
月
５
日
（
日
） 

　
　
　
午
後
４
時
〜
午
後
９
時
45
分 

場
所
　
本
田
技
研
工
業
㈱
Ｈ
Ｓ
Ｒ
九
州

内
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド 

イ
ベ
ン
ト
内
容 

ホ
ン
ダ
製
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
、
タ
レ
ン

ト
シ
ョ
ー
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、 

夜
店
、
花
火
、
お
化
け
屋
敷
、
お
子
様

対
象
イ
ベ
ン
ト
、
魚
の
つ
か
み
取
り
、

お
楽
し
み
大
抽
選
会
　
な
ど 

　
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
い
ろ
い
ろ
な

催
し
物
が
、
ま
た
、
各
出
店
・
各
種
イ

ベ
ン
ト
等
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

無
料
送
迎
バ
ス 

　
大
津
駅
や
美
咲
野
、
翔
陽
高
校
前
な

ど
か
ら
会
場
ま
で
の
無
料
送
迎
バ
ス
が

運
行
さ
れ
ま
す
。 

【
問
合
せ
先
】 

本
田
技
研
工
業
株
式
会

社
熊
本
製
作
所 

緑
陽
会 

０
９
６
‐
２
９
３
‐
１
３
５
２ 

　
ビ
ジ
ネ
ス
・
キ
ャ
リ
ア
検
定
試
験
は
、

人
事
評
価
・
人
材
開
発
や
ビ
ジ
ネ
ス
・

パ
ー
ソ
ン
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
一
層

活
用
で
き
る
よ
う
に
、
従
来
の
ビ
ジ
ネ

ス
・
キ
ャ
リ
ア
試
験
の
試
験
単
位
（
ユ

ニ
ッ
ト
）
を
、
企
業
の
職
務
内
容
に
対

応
し
て
大
ぐ
く
り
化
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
職
務
遂
行
に
必
要
な
実
務
能

力
を
評
価
す
る
た
め
、
試
験
問
題
の
質

量
と
も
拡
充
す
る
な
ど
、
企
業
実
務
に

即
し
た
専
門
的
知
識
・
能
力
を
客
観
的

に
評
価
す
る
公
的
資
格
試
験
（
能
力
評

価
試
験
）
と
し
て
今
年
度
か
ら
新
た
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。 

受
験
申
請
受
付
期
間 

８
月
１
日
（
水
）
〜
８
月
29
日
（
水
） 

試
験
実
施
日
　
10
月
14
日
（
日
） 

受
験
資
格
　
受
験
制
限
な
し 

【
資
料
請
求
・
問
合
せ
先
】 

　
熊
本
県
職
業
能
力
開
発
協
会 

０
９
６
‐
３
８
４
‐
１
７
１
１ 

　
男
女
と
も
に
働
き
や
す
い
職
場
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
者
を
知
事

が
表
彰
し
ま
す
。 

　
表
彰
さ
れ
た
事
業
者
の
取
り
組
み
は

県
広
報
誌
等
で
紹
介
し
、
他
の
事
業
者

へ
の
波
及
を
図
り
ま
す
。
現
在
、
表
彰

対
象
の
事
業
者
を
募
集
中
で
す
。 

対
象
　
女
性
の
登
用
、
育
児
休
業
制
度

の
導
入
、
セ
ク
ハ
ラ
防
止
等
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
者
（
自
薦
・

他
薦
可
） 

募
集
期
間
　
９
月
10
日
（
月
）
ま
で 

【
問
合
せ
先
】 

熊
本
県
男
女
共
同
参
画
・
Ｐ
Ｓ
推
進
課 

０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
８
７ 
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西原村社会福祉協議会 

熊本県阿蘇郡西原村大字小森572

279-4141 
279-4140相談専用 
279-4388FAX

233号 

歳入総額163,548,126

ふれあいネットワーク ふれあいネットワーク 

　社会福祉法第40条及び社会福祉法人西原村社会福祉協議会定款第12条の規定により西原村社会福祉協議
会より提出された平成18年度一般会計歳入歳出決算書・財産目録貸借対照表・事業活動収支計算書・資金収
支計算書・出納関係書類を監査した結果を報告します。 
１．監査実施日　平成19年５月14日（月） 
２．監査結果 
　監査に当り資金収支計算書・事業活動収支計算書・貸借対照表・決算関係資料・金融機関預金残高証明書・
預金証書等により必要に応じ担当者の説明を求め審査を行った結果、各会計・各基金・歳入歳出とも計数上
の誤りはなく適正に処理され何等非違な点は認められず、目的に従って健全に運用されていることを認めた。 
　平成17年度対、平成18年度事業活動収支実績の対比は下表の通りである。 

平成18年度西原村社会福祉協議会決算報告 平成18年度西原村社会福祉協議会決算報告 平成18年度西原村社会福祉協議会決算報告 
歳出総額163,548,126

補助金 
18,382,300（11.2％） 

居宅介護支援事業 
訪問介護事業・通所介護事業 

単位：円 

共同募金配分金 
3,191,248（2％） 

利用料収入 955,686（0.6％） 

諸収入 603,965（0.4％） 

会費 
1,937,500（1.2％） 

事業費 
2,428,330（1.5％） 

共同募金配分金 
3,178,090（1.9％） 

アクティビティデイサービス・福祉センター管理・障害者デイサービス 
軽度生活支援・食の自立支援 他 

受託金　12,268,248（7.5％） 

介護保険事業 
71,619,382（43.8％） 

前期繰越金 
46,971,050（28.6％） 

事務費 
24,024,109（14.7％） 

介護保険事業 
69,556,405（42.5％） 

積立金支出 5,000,000（3.1％） 

次期繰越金 
46,661,148（28.6％） 

委託事業（個人利用料含む） 
12,647,757（7.7％） 

寄付金 7,618,747（4.7％） 

生活福祉資金 
貸付事業 
52,287（0％） 

平成18年度　社会福祉法人西原村社会福祉協議会一般会計・決算監査報告書 

３．指摘要望事項 
　高齢化の進展に伴い福祉事業活動の増大するなか、18年度の収入は前年度に対比して19.6％減少し支出
も15.8％の減となり、収支差額は7,431,517円、61.1％の大幅な減少となっている。財源縮小のなか多岐
にわたる経理区分構成への財源配分と運営がよくなされ、収支差額4.1％の繰越額が確保されていることは
健全な事業運営への努力の成果と高く評価される。 
　高齢化進展のなか19年度の財源運営は更に厳しさを増すと予想されるが、充実した福祉活動の展開が確保
されることを切望する。出納業務の資料整備は経理区分構成の変更も予想されるので元始記録等を精査のう
え、より充実されることを望む。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　以上 

平成19年5月17日　　　　　　　　　　　　　　　　 

（単位：円） 

前 年 度 対 比  
平成18年度 平成17年度 区　　分 当 年 度  

収 支 率  

100％ 

95.9％ 

4.1％ 

△19.6％ 

△15.8％ 

△61.1％ 

△28,428,743 

△20,997,226 

△7,431,517

増　減　率 増　減　額 

収 入 の 部  

支 出 の 部  

収 支 差 額  

116,496,168 

111,763,582 

4,732,586

144,924,911 

132,760,808 

12,164,103
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今年も作りました。田植えだご！！ 

　万徳地区の特色である野外活動。 
　今年は、フラワーヒル菊池高原へ出掛けられました。
「足が悪くて、歩けないから参加しない」と言われた
方には、車椅子にて対応。花好きのその方は「大変あ
りがたかった」と手を合わせて喜ばれていました。 
　地域の一人ひとりを知っている住民ならではの優し
い気配りで、楽しい初夏の一日は過ぎていきました。 

　４月にサロンリーダーさんが交代になり不安い
っぱいの中で活動が始まりました。 
　お茶にお茶菓子が滝流サロン。 
　自宅に居る雰囲気の中、いろんな話が飛び出し
ます。気兼ねなく話せるというのが地区サロンの
利点。皆が集う喜びを全員で感じた時間でした。 

　世帯数12件のこの地区では、一人暮らしの方を
中心に訪問活動が行われています。 
　決められた日にでなく、「手が空いたとき」「おか
ずを沢山作った時」など“チョッと顔見に行きます”
と明るい言葉が返ってきました。 
　助け合い、支えあいの心が根付いているなぁと実
感しました。 

　６月19日場所を構造改善センターに移しての開
催となりました。協議事項終了後、「元気アップ教室」
が開催されました。 
　元気な皆さんが益々元気になっていただく為と自
宅でも続ける体操ということで、参加者71名は音
楽に合わせてたっぷりの汗を流しました。 
　地区のサロンにて、取り入れられる部分は使って
いただき、皆さんで元気アップに努めたいものです。 

●
●
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●
●
●
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

 

●
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●
●
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●
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

 

万徳サロン万徳サロン 万徳サロン 

　６月の田植え時期、今年も腕によりをかけて“田
植えだご”を作りました。「米の粉だご」と「ソー
ダ饅頭」。蒸しあがっただごは、直ちに口の中へ。
一気にかぶりつくなり“おいし～い”と満足気で
した。もちろん、持ち帰り分まで、た～くさん作
られたようでした。 

滝サロン滝サロン 滝サロン 
出の口サロン出の口サロン 出の口サロン 

猿帰猿帰 猿帰 
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　学校内外の環境美化活動（クリーン活動、花いっぱい運動、リサイクル活動）、あいさつ運動、赤い羽根共
同募金やユニセフへの理解と協力活動、地域の高齢者・障害者の方々を運動会・フェスタ・文化祭等へ招待、
伝承遊び交流会の開催、一人暮らしの方々へのやまびこふれあいだよりの発送、福祉体験学習ワークキャン
プ（宿泊型・訪問型による福祉施設や地域活動体験）、各種生産活動（もち米、野菜、花など）を福祉施設等
に贈り交流活動、一人暮らし高齢者の方との宿泊交流会、地域の高齢者訪問（手作り弁当や花持参、昔話を
聞かせてもらいになど）、スポーツ交流（ゲートボール、グランドゴルフなど）、各種収集活動（使用済切手、
書き損じはがき、ベルマークなど）、ＪＲＣ（青少年赤十字）活動、のぎくまつりへの参加協力など 
※ボランティア協力校関係者連絡会議の開催や、関係機関との連携を図りながら活動を推進しています。 

　
障
害
者
自
立
支
援
法
や
発
達
障
害
者
支
援
法
の
施
行
な
ど
、

障
害
を
お
持
ち
の
方
を
取
り
巻
く
環
境
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変

化
し
て
い
ま
す
。
身
障
連
に
お
い
て
は
座
談
会
を
と
お
し
て

情
報
収
集
を
行
い
、
会
の
活
発
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
左
記
の
日
程
で
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
多

く
の
方
の
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

香典返し 一般寄附 

河原小学校・山西小学校（平成２年度より指定）西原中学校（平成５年度より指定） 

●
地
域
座
談
会
の
開
催
に
つ
い
て
● 

日　　程 

　次の方 よ々り故人のご供養のため社会福祉協議会
に多額の寄附をいただきました。故人のご冥福をお祈
りしますと共に心からお悔やみ申し上げます。 

　この尊い浄財は、ご寄附いただきました各位の趣意に添う
べく、社会福祉のために有効に使用させていただきます。あ
りがとうございました。 
〔敬称略させていただき、掲載については承諾を得ています〕 

集落名 
瓜生迫 
風　当 
土　林 
袴　野 
下古閑 
古　閑 
風　当 
星　田 

故人氏名 
定政　雄毅 
高橋ワカノ 
河上　茂義 
坂本　邦夫 
古閑　友廣 
藤本　幸一 
高橋　欣一 
松浦ユキノ 

遺族氏名 
定政　公彦 
高橋　澄雄 
河上ヨシ子 
坂本　幸子 
古閑トモエ 
月岡　政敏 
高橋ケイ子 
松浦　茂次 

集落名 

風　当 
 

風　当 
 

星　田 

氏　名 

匿　　名 

金　　額 

2,200円 

高橋　澄雄 

高橋ケイ子 

松浦　茂次 

200,000円 
 　300,000円 

300,000円 

お 礼 

思いやりや、ささえ愛の心を育む 

各学校の主な活動内容 

西
原
村
身
障
者
福
祉
協
会
だ
よ
り 

午前　10：00～ 

7/19 

7/20 

7/24 

7/27 

7/31 

8/6 

8/7

午後　２：00～ 

会場　古閑公民館 
（葛目・古閑・馬場・上鳥子・小園） 

会場　高遊コミュニティセンター 
（高遊西・高遊中・香梅南） 

会場　西原台公民館 
（高遊東・西原台・星ヶ丘） 

会場　新所公民館 
（新所・緑ヶ丘・緑ヶ丘南・小森の里） 

会場　宮山公民館 
（宮山・出の口・日向・多々良・大峯） 

会場　小野公民館 
（小野・瓜生迫・灰床・猿帰） 

会場　畑公民館（万徳・名ヶ迫） 
（大切畑・袴野・桑鶴・風当・畑・美晴台） 

会場　布田コミュニティセンター 
（布田・八景台・化粧塚） 

会場　河原コミュニティセンター 
（門出・田中・秋田・土林） 

会場　星田公民館 
（星田・下古閑・医王子・滝） 

会場　のぎく荘 
（下小森・前鶴・玉の迫） 
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救急法・救急員養成講習のお知らせ 

住民の皆様へ西原村社会福祉協議会からのご協力のお願い 

　日ごろから、赤十字へのご理解、ご協力をいただき感謝申し上げます。さて、本年度も「救急法・救急員養成講座」
を住民の方を対象に開催いたします。本事業は、日常生活での思いがけないけがや急病の時に役立つ正しい応急手当の
仕方を学びます。日本赤十字熊本支部より講師を招き、実技を中心に心マッサージ、人工呼吸の仕方、包帯の巻き方、
自動体外式除細動器（ＡＥＤ）等について学びます。ぜひ、この機会に参加されてはいかがでしょうか。 

＊期　日 
 
＊場　所 
＊対象者 
 
＊申　込 
 
 
＊受講料 
＊昼食代 
＊資格等 

平成19年８月19日（日）・26日（日）・９月２日（日） 
午前９時より午後５時頃まで。 
地域福祉センターのぎく荘（にしはら保育園横） 
村内在住の15歳以上の方ならどなたでも受講可（定員20名程度） 
申込多数の場合は受講できない事もあります。 
受講希望の方は電話・ＦＡＸにて受付しております。 
（住所・氏名・電話番号）を知らせてください。 
受講決定の方へは、後日ご連絡いたします。 
教材費　3,000円（当日受付でお支払い下さい。） 
600円分の自己負担（不足については西原村分区より負担します。） 
３日間すべて受講すれば日赤県支部より受講修了証を交付されます。 
なお、最終日の検定に合格すると赤十字救急員認定証が交付されます。 

障害者自立支援センターにしはらたんぽぽハウス情報 

受講希望の方は８月３日（金）まで下記へお申込下さい。 
日本赤十字社熊本県支部西原村分区（西原村社会福祉協議会） 

電話　096-279-4141　　FAX　096-279-4388

　日ごろから、西原村社会福祉協議会へのご支援、ご協力いただきありがとうございます。さて、本年度も社会福祉事
業の活動資金のため、社協会費のご協力をお願いしたいと思います。例年と同じく、８月中旬より、区長様組長様を通

じ社協会費を集めたいと思います。 
　どうぞ、ご協力をお願いいたします。 
　また、昨年の地域懇談会にてご意見をいただきました、納入表への前年度の金
額の記載については配慮していきたいと思います。 
　集めました社協会費につきましては、事業計画に基づき、地域福祉において有
効かつ大切に使わせていただきます。 
　普通会費　1,000円・特別会費　1,500円 
　特別会費と普通会費の違いとしましては、さらに地域福祉の活動へご協力して
いただける方につきまして、設けております。 

　５月25日たんぽぽハウスにて平成19年度
総会を実施しました。決算と本年度予算・事
業計画等を話し合い、その後役場より西原村
障害者計画・障害者福祉計画の話をしていた
だきました。 

　たんぽぽハウスでは昨年
地域の夏祭りに参加させて
いただきました。本年度も

地域の皆様とのふれ
あいを通してたんぽ
ぽハウスの利用者と
の交流を深めていき

たいと思います。そこで本年度も出店等の出店をしたいと思い
ますので夏祭りをご計画されている地域がございましたら、た
んぽぽハウスまでご連絡下さいますようお願い致します。 
　出店内容（焼きそば・たこやき・ソフトクリーム・カレー・
汁物・ピザ）なんでもできます。 

▲保育園児とのふれあい事業 



　山西小学校４年生が
田植えを体験しました。
作業中に勢いあまって
すってんころりん転ぶ
児童も。前日には梅雨
寒な天気を物ともせず
思いっきり泥んこあそ
びも楽しみました。（関
連記事今月号６ページ） 
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　子どもにとってのおやつは、栄養補給
と水分補給という大切な役割をもってお
り、第４の食事といえます。２歳ぐらい
までの子どもは１日２回、２～３歳以上
になると１日１回与えます。おやつも栄
養バランスが大切なので、添加物たっぷ
りの市販のお菓子より、簡単な手作りお
やつや、季節の素材が良いでしょう。 

｢

布
田
の
鳴
滝｣ 

にしはら保育園　６月７日おやつ 

ビスキュイ 

スポットライト スポットライト 

pot
Light
pot
Light
pot
Light

卵黄 ３ヶ分／グラニュー糖 45ｇ 
卵白 ３ヶ分／グラニュー糖 45ｇ 
薄力粉 90ｇ／粉糖 適量 

材
料 

（
約
50
ヶ
分
） 

栄
養
価 

（
約
３
ヶ
分
） 

エネルギー 
たんぱく質 
カルシウム
鉄分 

①卵黄にグラニュー糖を加え、白っぽくなるまですり混ぜる。 
②卵白にグラニュー糖を少しずつ加えながら泡立て、しっかりとした
メレンゲを作る。 
③①に②を少し加えてなじませ、薄力粉を少しふるいながら加え、切
るように混ぜる。 
④③に残りの②と薄力粉を2～3回に分けて交互に加え、切るように混
ぜる。 
⑤④を絞り袋に入れ、オーブン用シートを敷いた天板に絞り出す。 
⑦絞った生地に粉糖をふりかけ、180℃のオーブンで９～10分くらい
焼く。 

つ
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　このほど俵山交流館「萌の里」が、村の
特産品であるカライモをPRしようと、初
のオリジナル商品となる芋焼酎を開発。注
目を集めています。 
　焼酎の仕込みに使う原料には、西原村産
のカライモ「高系14号（ほりだし君）」と、
水は阿蘇の伏流水を用いて、醸造を山都町
の酒造メーカーに依頼しています。 
　また、焼酎の顔ともいえるラベルの文字
は、「萌の里」が熊本市出身で全国的に活
躍中の書道家 武田双雲さん、「本格芋焼酎」
が母の双葉さんの書によるものです。 
　好評につき、現在２回目の仕込みが行わ
れており、秋に出荷予定とのこと。今後ま
すます人気が高まりそうです。 

本格芋焼酎「萌の里」 
村特産のからいもをPR
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